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令和８年度　入札監視委員会議事概要 

沖縄防衛局 

   開 催 日 及 び 場 所 令和８年６月１９日（金）

委　　　　　　員 矢吹　哲哉(委員長：琉球大学名誉教授) 
（五十音順） 
堤　純一郎(琉球大学名誉教授) 
仲里　豪　（弁護士） 
原田　泰人(公認会計士)  
山城　 勝 (元沖縄県経営者協会常務理事）

 
Ⅰ　沖縄防衛局が発注する建設工事等に関する審議 

審 議 対 象 期 間 令和８年１月１日　～　令和８年３月３１日

審 議 対 象 件 数 １０６ 件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 　　　　　　　　８　　件 （審議概要） 
･　対象期間における契約状況、 

建 一 般 競 争                 ４    件 指名停止状況、低入札価格調
設 査、談合情報及び落札者決定の
工 指 名 競 争                 ０    件 経緯等について説明。
事

随 意 契 約                 ０    件

建設コンサルタント業務等                 ４　  件

 意　見 ・ 質　問 回　　　　　答
 
 【建設工事】  
 一般競争入札方式  
 ・陸自那覇（７）庁舎新設建築  
 その他工事  

   
 〇　予定価格がかなり大きい工 〇　本件は陸上自衛隊那覇駐屯地
 事だが参加者数が少なかった に庁舎を建設する工事である
 経緯について確認したい。 が、建物が地下構造と複雑であ
  ることから、予定額が大きいに
  もかかわらず、参加者が２者と
  少なかったと思われる。 
    
 〇  分割発注の要否についても 〇　建物１棟を建設するのに、責
 確認したい（金額を抑えて工 任分解点等の観点から分割する
 事規模を小さくする等）。 ことが難しいことから１件工事
  として契約している。 

   
   
   

 一般競争入札方式  
 ・沖縄訓練場（７）倉庫新設電  
 気その他工事  

   



 〇　３回入札となった経緯につ 〇　本件は、陸上自衛隊沖縄訓練
 いて確認したい。 場内において、倉庫新設等の整
  備に係る電気設備工事及び通信
  工事であるが、１回目の入札に
  おいては、予定価格に対し大き
  く乖離があった為、２回目入札
  前に補足説明を行った。しか
  し、２回目の入札においても最
  低入札価格が予定価格を超過し
  ていたが、予定価格との差が少
  額であったため、３回目の入札
  を実施し、落札に至ったもので
  ある。 

   
   
   

 一般競争入札  
 ・瑞慶覧（Ｒ７）既設建物解体  
 工事（その１）  

   
 〇　無効者数が多い理由につい 〇　本工事は、キャンプ瑞慶覧地
 て確認したい。 区内において、家族住宅等の解
  体工事を行う工事であるが、入
  札参加者１３社のうち、１２社
  が調査基準価格を下回り、施工
  体制確認のヒアリングを辞退し
  たことから無効となったもので
  ある。 
  　　調査基準価格を下まわった理
  由としては、解体工事で比較的
  難易度が低く、かつ予定価格が
  約５億と比較的規模が大きいこ
  とから、競争性が働き受注を意
  識しすぎたことで、多くの社が
  調査基準価格を下回ったと思わ
  れる。 

   
   
   

 一般競争入札  
 ・北部（７）隊舎新設土木工事  

   
 〇　名護事務所発注となった経 〇  本工事は、北部訓練場内にお
 緯を確認したい。 いて、隊舎新設に係る、舗装工
  事、給水工事等の整備を行うも
  のであるが、沖縄防衛局の内部
  組織に関する「達」で、土木一
  式工事又は建築一式工事につい
  ては、予定価格が概ね３億円未
  満と見込まれるもののうち、沖
  縄防衛局が実施するもの以外と
  して、沖縄本島北部地域におけ
  る事案については、名護防衛事
  務所で発注している。 

   
              〇  参加者が少なかった理由に 〇　参加者が少なかった理由につ
 ついて確認したい。 いては、施工場所が北部訓練場
  で、現場条件が貴重な鳥類の繁
  殖時期の期間は、建設機械の作
  業を控える配慮が必要になるこ



  とが理由だと思われる。 
   
   
   

 【建設コンサルタント業務】  
 一般競争入札方式  
 ・沖縄防衛局（Ｒ７）土木積算  
 等技術支援業務（その１）  
 （その２）  

   
 〇　業務内容について確認した 〇　本件は、沖縄防衛局管内の土
 い。当該業務は、（その１） 木工事に係る積算資料収集整理
 と（その２）があるが、これ 等の技術支援を行う業務であ
 は分割発注または一括審査方 る。 
 式なのか確認したい。またそ 　（その１）については、キャン
 のように発注した経緯につい プ・シュワブの海上工事につい
 て確認したい。 て、監督官事務所にて積算等技
  術支援業務を行うものとなって
  おり、（その２）については、
  それ以外の土木工事の積算等技
  術支援を本局内で行う業務内容
  となっている。 
      業務内容も業務場所も異なる
  ことから、一括審査方式ではな

 く個別に発注したものである。 
  
  
  

一般競争入札方式  
・与那国（７）文化財試掘調査  
（その２）  

  
○　参加者数が多いにもかかわ 〇　本件は、陸上自衛隊与那国駐
らず落札率が高くなった経緯 屯地において、文化財試掘調査
について確認したい。 を行うものである。 

 　　予定価格を積算するにあた
 り、文化財調査業者よりすべて
 の項目の見積を徴取しており、
 今回入札に参加した一部の業者
 からも見積を徴取していたこと
 から、落札率が高くなったと思
 われる。 

  
  
  

公募型プロポーザル方式  
・トリイ（Ｒ７）統括事業監理  
業務  

  
○　プロポーザル方式を採用し 〇　本件は、沖縄防衛局が実施す
た経緯について確認したい。 るトリイ通信施設における再編

事業の適正かつ円滑な実施の確
保を目的として、建設工事など
に係る統括事業監理業務を行う
ものである。 

　　プロポーザル方式の実施細則
において、業務の内容が技術的
に高度なもの又は専門的な技術
が要求される業務であって、提
出された技術提案に基づいて仕



様を作成する方が優れた成果を
期待できるものを本方式の対象
とすることとされている。 

　　今回は、統括事業監理業務と
いう、トリイ通信施設における
再編事業全般に係る総合調整、
工事全般に係る総合調整など、
多岐にわたる業務であることか
ら、公募型プロポーザル方式を
採用することとしたものであ
る。 

 
 

    委員会による意  
  　見の具申又は勧                        なし
  　告の内容

２．談合疑義案件の処理状況について

談 合 疑 義 件 数 　　　　　　１ 　件        　 ・処理状況の報告 
　入札参加者の内訳明細書の確認 

工 談 　合 　情　 報             ０   件　         において、単価及び金額が同じで 
 あるという不自然な状況が見られ 
事 点 検 結 果 疑 義             ２   件           た事案についての処理状況を報告 

 
業 談 　合 　情　 報             ０   件 

  
務 点 検 結 果 疑 義             ０   件

 意　見 ・ 質　問                回　　　　　答
   ○委員からの 
     意見・質問  
　 ○それに対する            なし                            なし
     回答等

    委員会による意  
  　見の具申又は勧                      　　　なし
  　告の内容

３．入札結果の事後的・分析結果について

審　議　概　要  

 意　見 ・ 質　問 回　　　　　答
   ○委員からの 
     意見・質問   
　 ○それに対する           なし                         なし               
     回答等                         

  
    委員会による意  
  　見の具申又は勧                           なし
  　告の内容

４．再苦情処理（再説明請求回答）

再 苦 情 申 立 件 数 総件数　　　　０　件 （備考）
（再説明請求件数）



建 一 般 競 争 （ 政 府 調 達 協 定 対 象 外 ）               ０  件
設 
工 指 名 競 争               ０  件
事

随 意 契 約               ０  件

建設ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾀ ﾝ ﾄ業務等※               ０  件

 申立日 件　　名 契約方式 内容等
 

再苦情申立概要 
（再説明請求概要）

 意　見 ・ 質　問 回　　　　　答
 

委員からの意見   
・質問、それに なし なし 
対する回答等　

委員会による意  
見の具申又は勧 なし 
告の内容　　　

　＊　建設コンサルタント業務等の再苦情処理については、公募型プロポーザル契約及び簡易公募型

プロポーザル契約方式を除く。 



Ⅱ　契約実施機関が締結する契約（地方防衛局等が発注する建設工事等を除く。）に

　関する審議 

審議対象機関 沖縄防衛局

審 議 対 象 期 間 令和 ７ 年 ４ 月 １ 日　～　令和 ８ 年 ３ 月３１日

審 議 対 象 件 数 　　３６３件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 　　　　　　　　　７件 （審議概要） 
 

一 般 競 争                   ４件 ・調達の概要、競争参加資格の設
  定等について説明。
指 名 競 争                   ０件

 
随 意 契 約                   ３件

 意　見 ・ 質　問 回　　　　　答
 

   
 審議対象事案  

   
 北部（Ｒ７）保安警備業務  
 （一般競争）  

   
 〇　契約内容について確認した 〇　米軍が訓練場にアクセスする
 い。 必要があり、過去、車両の違法
　  駐車によりゲートに入れない事
  案が発生している。これらが発
  生した場合、所有者の特定から
  車両を動かすことに関して相当
  な期間を要する。そのようなこ
  となどを防ぐために警備を行っ
  ている。 

   
   

 〇　車両の放置の対策が主な内 ○　米軍が訓練場を使うにあたっ
 　容なのか。 　て、容易にアクセスできる状態
  　を確保することが主眼である。 

   
   

 〇　３億円もかかるのか。 〇　２４時間３６５日行っている
  　ため、人件費と宿泊費、車代な
  　どが主な内訳となっている。 

   
   

 〇　放置された車両について、 〇　平成２８年に北部訓練場のヘ
 　訴訟や執行などの法的な措置 　リパット整備工事を始める際　
 　はとったことはあるのか。 　に、すでに車両が放置されてい
  　るということがあり、それを撤
  　去した。 

   
   

 〇　どういう手続きで撤去した 〇　まずは車両の持ち主の特定を
 　のか。 　行い、不明な場合には　公告な
  　どで周知を行い、１年程かけて
  　所有者がいないことを特定しな
  　ければならい。少なくとも排除



  　するのに数年くらい掛かる。 
   
   

 〇　訴訟や法的措置を行ったこ 〇　米軍基地へのアクセスという
 　とはあるのか。 　のは地位協定３条で適切に入れ
  　るようにしておかなければなら
  　ないということもあるので、そ
  　れを担保するために契約を続け
  　ている。 

   
   

 〇　担保するための手段とし　 〇　日本の司法の手続きをとった
 　て、日本の司法の手続きはと 　場合、アクセスできる期間が限
 　らないのか。 　定されてしまい、訓練場を使用
  　できない期間が続いてしまう。
  　このような状況は日米間での協
  　定に反することになるため、手
  　続きに時間の掛かることは避け
  　なければならない。 

   
   

 〇　日本の司法に基づいた通常 〇　民間の通常の場所であればそ
 　の手順をした結果時間がかか 　うだとは思うが、県道というこ
 　ったのか。 　ともあって県に管理をお願いし
  　ているが、県の対応も難しかっ
  　た。 

   
   

 〇　司法手続きをとったことは ○　実績については確認できて　
 　あるのか。 　いない。 

   
   
   

 シュワブ（７）維持管理業務  
 （一般競争）  

   
 ○　契約内容について確認した ○　名護市のほうで久辺配水池と
 い。 　いう施設ができ、辺野古ダムに
  　ついては、周辺環境に影響を与
  　える恐れがあるので適切に維持
  　してほしいと米側からも要請が
  　あった。それを受け維持管理を
  　行っている。 

   
 〇　辺野古ダムは、後日米軍に 〇　現時点において、米側に提供
 提供されるのか。また、提供 　する計画はない。 
 するということは辺野古ダム  
 の水を使用するということ  
 か。  

   
   

 〇　辺野古ダムの土地は市のも 〇  民間地等である。 
 のか。区のものか。  

  
  
  

「沖縄・地域安全パトロール  
隊」の道路巡回業務（Ｒ７）  

（一般競争）  
  
  



○　当該業務を締結する必要 〇　当該業務は、平成２８年４月
性、成果について確認した 　に起きた事件を受け、沖縄県民
い。 　の安全安心の確保を図るため、

 　犯罪抑止として沖縄県内の学校
 　周辺、公園、繁華街等において
 　青色のパトロールカーによる犯
 　罪パトロールを実施している。 
   　また、青色パトロールを実施
 　することについて、犯罪率の低
 　下を定量的にお示しすることは
 　困難だが、近隣住民及び沖縄県
 　警察本部より犯罪の抑止につな
 　がっている等の評価を受けてい
 　る。 

  
  

○　入札に参加した業者１者だ ○　仕様書を読み間違えたのかど
け、入札金額が１桁違うがな 　うか定かではないが、業者がど
ぜか。 　のように積算しているかは承知

 　していない。 
  
  
  

米軍ヘリ落下物捜索業務（その  
１～その３）  

（随意契約）  
  

○　契約内容、業務がその１～ ○　発注時点では、ドローンを複
　その３になっている経緯につ 　数機同時に飛行させて探索活動
　いて確認したい。 　を行うことを想定していたが、
 　受注できる業者を探す中で、業
 　者に聞き取りを行ったところ、
 　ドローン１機のみ運用が可能で
 　あること、バッテリーの関係で
 　１機当たり１日１時間～２時間
 　しか飛行できないこと、また他
 　の業務でドローンを使用予定の
 　ため連続して探索に協力できな
 　いなどの事情があり、１者では
 　広大な範囲を同時並行で速やか
 　に探索することが困難と判断し
 　たため、その１～その３に分け
 　て契約を行った。 

  
  

○　同じ範囲を３者で行うので ○　そのとおりである。 
  はなく、エリア分けして隈な  
  く探索活動をしたということ  
　か。  

  
  

○　探索の結果、落下物は見つ ○　探索の結果、落下物は見つか
　かったか。 　っていない。 
 　　仮に落下物を見つけた方がい
 　れば、当局まで連絡をいただく
 　よう広報を行っている。 

  
  
  

○　その後、山火事等の事故は ○　山火事等の事故は起きていな
　あったか。 　い。 



  
  

○　ドローンによる探索費用を 〇　米軍が安定的に施設・区域を
　日本側が全額負担する根拠は 　使用するため、地域住民の理解
　何か。責任者負担というとこ 　が前提のもと、沖縄防衛局にお
　ろでいくと、日本側は負担す 　いては地域社会の理解及び協力
　るのは難しいのではないか。 　を確保することが重要な役割の

  　一つである。
 　　沖縄防衛局としては、周辺地
 　域の安全を確保し地域住民の不
 　安を解消するためには、落下物
 　の早期発見が最優先であること
 　から、できることは全て行うべ
 　きとの判断のもと、地上での捜
 　索だけではなく、空中からのド
 　ローンによる捜索活動も沖縄防
 　衛局において自主的に行ったも

  　のである。
 　　いずれにしても、沖縄防衛局
 　としては、この地域において米
 　軍が安定的に活動を行っていく
 　こと及び地域の平穏の早期回復
 　に貢献することが防衛局の重要
 　な役割であると考えており、こ
 　の点、ご理解いただきたいと考

  　えている。
  
  

○　落下物探索業務でドローン ○　米軍の事故による落下物にお
　を使用した探索活動を行った 　ける探索にドローンを使用した
　実績は他にあるか。 　のは初めてである。 
　　また、今後ドローンを使用 　　このような事故が今後起こら
　した業務は出てくるか。 　ない事が望ましいが、仮に起こ
 　った場合は、ドローンでの探索
 　も含め検討していくことになろ
 　うかと思う。 

  
  

○　このような活動に対応でき ○　今回は発注した業者に一般社
　る地元の業者は多いか。 　団法人沖縄県産業ドローン協会
 　があるが、探索活動等に積極的
 　に関わっているとのことなの   
 　で、当局においてニーズがあれ
 　ば、当協会に協力願いを行って
 　いきたいと考える。 

  
  

○　ドローン協会には会員企業 ○　一般社団法人であるので、会
　はいくつあるか。 　員はいるかと思うが、どのくら
 　いの企業が会員なのかは承知し
 　ていない。 

  
  

○　３つの契約の落札率を比較 〇　本業務の予定価格は、過去に
　すると、２社が９０％以上で 　同様の業務の発注事例がなく、
　１社が７５．７０％となって 　また、予定価格算定の参考とな
　おり、その差に開きがあるが 　る積算基準が見当たらなかった
　どういった理由で開いている 　ことから、業者の見積り算定の
　のか確認したい。 　考え方を確認するとともに、ド
 　ローン飛行に必要な人員などを
 　想定した上で、１時間当たりの



 　ドローン飛行単価を算出し、そ
 　の単価に予定数量（想定総飛行

  　時間）を乗じて予定価格を算定
  　している。

 　　他方、各業者の見積りは、そ
 　れぞれの考え方に基づき算定さ
 　れたものであり、当局としてそ
 　の内容を詳細に把握していない
 　ことから、お尋ねの理由につい
 　て正確にお答えすることが出来
 　ないが、いずれにしても、本件
 　業務の費用の大部分を占める人
 　件費の単価の考え方で差が生ま

  　れたものと考えている。
  
  
  

ハンセン一部返還地（７）磁気  
探査業務  
（一般競争）  

  
○　落札率がかなり低いが、そ ○　落札率が低いというところに
　の理由及び業務が適切に履行 　 ついては、競合会社が多かっ
　されたか確認したい。 　たことと、企業努力により入札
 　金額が抑えられたためと考えて
 　いる。 
 　　業務については、完了検査等
 　で適切に履行されたことを確認
 　している。 

  
  
  

西普天間住宅地区返還跡地  
（７）埋蔵文化財発掘調査業務  
委託  
（随意契約）  

  
○　文化財発掘調査は自治体と 〇　埋蔵文化財の発掘調査は、文
　随意契約しているがその理由 　化財保護法に基づく専門的な行

 　について確認したい。 　政事務であり、地域における埋
 　蔵文化財の所在状況や過去の調
 　査成果、文化財行政に関する知
 　見を有する教育委員会が実施す
 　ることが適当と考えている。西
 　普天間地区については、返還前
 　から周辺地域において多数の遺
 　跡が確認されており、埋蔵文化
 　財の存在が想定され、事業の実
 　施に先立ち適切な調査を行う必
 　要があることから宜野湾市の教
 　育委員会に委託しているところ
 　であり、会計法第２９条の３第
 　４項の契約の性質又は目的が競
 　争を許さない場合を適用し随意
 　契約を行っている。 

  
  
  

瑞慶覧一部返還地（7）物件撤  
去工事  
（随意契約）  



  
○  随意契約とした経緯につい ○　令和７年１０月から沖縄県に
　て確認したい。 　よる白比川改修工事の予定があ
 　り、工事予定地に米軍の給水管
 　が残置されていたため、沖縄県
 　の改修工事前に除去しなければ
 　ならなかった。当初一般競争入
 　札により入札を行ったが応札し
 　た２者の入札額が予定価格を上
 　回ったため入札不調となった。
 　沖縄県に状況を説明し、県の工
 　事着手の後ろ倒しの可能性を調
 　整したが、沖縄県は予定通り実
 　施したいということだったため
 　今回の現場付近で磁気探査業務
 　の土工事を実施していた三基土
 　木から見積りを徴取したところ
 　予定価格の範囲内であったた　
 　め、随意契約の相手方として選
 　定し、会計法第２９条の３第４
 　項及び予算決算及び会計令第９
 　９条２を適用し随意契約を行っ

  　た。
  
  

○　３回目の入札は実施しない 〇　１回目及び２回目ともに、予
　のか。 　定価格と最低入札価格の差が大
 　きく、また、１回目と２回目の
 　減少幅が少なく落札の見込みが
 　ないと判断し、３回目は行わな

  　かった。
  
  

○　他工事では３回目の入札が 〇　そのとおりである。 
　あったが、今回は予定価格と  
　の差が埋まる見込みがなかっ  
　たためか。  

  
  

○　三基土木がいなかった場合 ○　仮にそういう状況になった場
　もう一度入札を実施するの　 　合は改めて再公告を含め検討せ
　か。 　ざるを得なかったと考えてい　

  　る。
  
  

○　先に撤去しておかないとそ 〇　そのとおりである。 
　の先の工事も伸びてしまうと
　いうことか。


